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＜連絡事項＞

· 村上　元道様～本日10時退院となり、青山荘へ入所されています。

· 村上　幸子様～ご家族が来院され、明日も来院される予定になっていますので、

医事室の方へ連絡し、病棟に寄って頂く様にして下さい。

　　　　　　　　　小遣い銭などの説明があります。

· 清川　厚子様～昼食時に「レストランで座る席がない、意地悪される。」等と訴え

　　　　　　　　レストランに行きたくないと泣き出す事がありました。スタッフの説明にて納得され、座る席も決めています。病棟へ戻る道がわからず、不安になる事もあるようなので、十分に気をつけ様子観察していきましょう。２６日退院、青山荘への入所予定となっています。

＜ＳＳＴミーティング＞

１グループ～外出、外泊をしたと仮定して、気を付ける部分を挙げて頂き、短気目標

の設定をしています。

外出、外泊時の会話の際、気を付ける点について発言促がしますが、全

　　　　　　く違う事を話す患者様が殆どでした。また、積極的な発言も少なくスタ

ッフ促がし要しています。

２グループ～旅行先に予約の仕方や、交通手段を聞くにはどうするか。または自分は会話するにあたり、考えている事を上手く伝えれるか。等を挙げこれを

　　　　　　短期目標にしています。

　　　　　　どういう風に予約をしたらいいかについて、皆様より意見を求めると色々出て来て、自分の意見をきちんと持っている人が多く短気目標の設定が簡単に出来ています。

３グループ～外出、外泊にむけての短期目標設定難しく、（理解出来ていない）それぞれ助言しています。

　　　　　　新メンバーとなり、新鮮さがあるもの、なかなか場の雰囲気をつかめない。自ら発言する患者様は少ないです。

４グループ～旅行先、外泊先への電話の掛け方について、ロールプレイに対する用件内容を確認し、電話であっても話し方や表情が大切である事を目的とし設定しています。

５グループ～外泊時の会話で気を付ける事を考えて頂き、それを元に目標を設定しています。

　　　　　　設定の仕方が理解できていない方や、関係の無い目標を設定される方が殆どでスタッフ介入要しています。

※次回の課題は、ユートリーへ行き手焼き煎餅作りの体験をする際にわからないときや困った時にどういう風にして聞くかなどについてロールプレイしていきます。

＜Ｄｒ猪股患者様ケース検討＞

· 井上　和美様～具合悪そうにして訴えてくる事あります。具体的にどこが悪いとは

話されず、目を合わす事無く表情冴えません。「薬が合わない、顎が固まってしまった」といつも悲観的な発言聞かれています。

訴えを良く傾聴し対応していきましょう。

・沢田　三朗様～本日の疾病教室では、対人関係でのストレスがあると話されています。毎週土曜日には散歩に行きたいと話されていますが、今はまだ寒いので、なかなか散歩に行けていない状態です。スタッフからも声掛けし、散歩を促がしていきましょう。

・伊藤　雄一様～ケアプランには身辺整理が挙げられていますが、コーヒーをこぼし

　　　　　　　　てもそのままにしておくことがあります。その都度きちんと拭くように声掛けし清潔面の向上を働きかけましょう。

・五日市　規様～ケアプランには交通機関・公共施設把握できるようになる。を挙げています。本人様は「雪がなくなったら街に出かける。」と話されています。暖かくなったらスタッフ側からも外出を促がして行きましょう。

・中野渡　鉄男様～今月から口腔ケアは自分でするようになっていますが、歯磨きな

　　　　　　　　　どきちんとやられていない様なので、歯磨き後スタッフ統一して声掛けをして確認していきましょう。

＜小坂　君子様の忘薬について＞

· ２月７日の準夜で、就床前薬（臨時薬）を忘薬するという事故がありました。

（服薬自己管理中で、就床前薬を床頭台の引き出しに入れてしまい忘れていた。）

※事故に至った原因

· 服薬自己管理できる能力があったかどうかを把握できずにして頂いた状況で起こった事故と考えられます。臨時薬を処方されていた事を把握できていなかった事で

臨時薬を飲んでいない事に気がつかなかった。

※今後の対策

· 臨時薬処方された方を明確に出来る様、服薬チェック表記録に印をつける方法　

を検討する。

· ホッチキスで薬包を止める。

· スタッフ管理を検討する。

· 忙しい状況で患者様に対応して、仕事が注意力散漫になった為と思われるので

プロ意識を認識したい。

· 患者様の対応は、個々の患者様の状況を把握していく。

· 内服薬に関しての発言や行動を把握して、患者様自身の自己管理可能かどうかを検討していく。


































